米子駅整備問題と山陰の中枢都市機能について
１　交通結節点という地理的優位性、空港や港湾などの整備状況、中国、韓国などアジアの発展可能性をにらんだ時に、既に圧倒的優位な地位を占めている大山・中海圏域が、道州制をにらんだときに、また仮に道州制が実現に至らなくても、市町村合併の更なる進展ということからすれば都道府県の合併などの広域化、一層の広域連携の推進の方向に進んでいくことは間違いないので、その場合における地域間競争を想定して、大山・中海圏域の中枢機能を高めていく方策を検討しておくことが重要である。

２　そのような視点から、米子駅周辺の都市機能のあり方の将来像を見据えた上で、駅の橋上化、南北一体化、バリアフリー化などを総合的に検討することが必要である。また、この場合にあっては、現在のような地方財政の状況を考慮すればJRの不要用地の活用による民間開発利益の吸収についても重点的に検討していくべきであろう。また、現状では米子中心部から東の地域の都市機能が弱いので、その充実についても日吉津や淀江を中心に検討しておく必要があるであろう。

３　山陰両県の県境を越えた連携、合併、更には道州制による中（四）国道の実現に備えて、多面的に検討を加え、いずれの場合であっても米子から松江に至る圏域が中核機能、中枢機能を果たせるよう都市間連携を強化していくことも重要である。なお、中（四）国道の州都議論については政経分離といった主張を今のうちから予備的に展開しておくことも考えておいたほうが良いであろう。しかし、それ以前に重要なことは、県境を越えた広域連合を設置して、道州制に対する山陰両県の姿勢を明確にするとともに、この地域の中核機能、中枢機能の優位性を全国に発信することである。

